
年間授業計画　【様式１】
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教科 科目 対象　年次　　組 単位数

国語 現代文A ４年次 2

1

学

期

ことばと社会（評論・随想）

「和の思想、間の文化」

「ウサギの耳はなぜ長い？」

「幸せの分量」

「情報の力関係」

科目担当者　（森口 ）

身に付けられる力 他者の意見を自己に取り入れ、ものごとの見方・考え方を広げる力

学期 月 単元名 学習活動 身に付けられる力

言葉の本質や生活の中に現れる特色

について理解したり、言葉と文化の

関係について考え自己の言語生活を

見つめなおす

論理の展開や趣旨を的確にとらえる

とともに、自分の考えを深め、文章

化したり、他者に伝えたりする。

国語の一般常識をプリントで学ぶ。

文章を読み解く力

考える力

人に伝える力

自分を知り表現する力

漢字を読み書きする力

日本語運用能力

特記事項等

合計時数

教科書

副教材

詩歌を味わう

「小諸なる古城のほとり」

「短歌・俳句」

3

学

期

「現代文　改訂版」（大修館書店）

定期考査・課題・小テスト・提出物70％　授業への取り組み（出席状況等）3０％

詩歌を鑑賞し、表現方法について学

ぶ

エッセイ、詩、短歌、俳句の創作活

動をし、発表する

文章を読み解く力

漢字を読み書きする力

考える力

効果的に表現する力

人に伝える力

評価の観点と方法

2

学

期

登場人物の心情に注意しながら読む

文中の漢字や表現を覚える

文章に現れたものの見方、感じ方を

読み取り人間や社会について考える

自分の考えを持ち、他者の考えを聞

き、深める

国語の一般常識をプリントで学ぶ。

文章を読み解く力

考える力

人に伝える力

自分を知り表現する力

漢字を読み書きする力

日本語運用能力

ことばと文学（小説）

「こころ」

「山月記」


